
【構想の概要】

Ѫ知県࢈業から生する༷ʑな課題について、高大・࢈学協働の探究活動を行う。त業と課外活動とを༥合さ
せたサーϏ スラーニング 等を通して、スキルとマインド ηットを育成し、グローバルシチζンシップを֫ಘさせ
る。評価・ূݕには、ルーブ リック等を用いたύ フΥーマンス評価、定期的なアンέートによる౷ܭ学的手法を
用いる。

高大協働によるѪ県ۀ࢈をج൫にした
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本校は普通科と総合学科全 53 クラス、1,984 名の
生徒を有する。SGH 事業は普通科国際クラスを主
対象、一般進学クラス第 1 学年・一般進学クラス第
2 学年文系選択・第 3 学年文系選択の課題探究選択
者を準対象とし、SSH 事業の対象生徒と分けてい
る。
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SGH と SSH は、文系と理数系に分かれ探究的
学習の開発を担うが、分掌「教育開発」を中心に、
連携して探究手法や成果検証等を検討し、情報交換
を行うことで、全校的な探究的学習へと繋げている。

学校設定教科の設定

課題研究を進める科目を「総合的な学習の時間」
に、課題研究を支える科目を学校設定教科の「グ
ローバル」に設置している。一方で既存教科の授業
時間を確保・充実するため、主対象クラスでは 4 単
位の増単を行った。

授業と課外活動の連携、ͦの段階的設ܭ

本校では、探究活動を柱として、各取り組みが 3
年間を通して一連の流れとなるよう設計している。
具体的には、「総合的な学習の時間」と「グローバ
ル」を探究活動の軸としながら、国内外での課外活
動で体験的に学びを深め、その成果を校内外の研究
発表会において発表し、フィードバックするという
形である。各取り組みは、相互に補完するよう構成
している。（図 1）
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（1）तۀɿ૯߹తͳֶशの時間・άϩʔόϧڭ科

「総合的な学習の時間」や「グローバル」は、相
互に連動しながら専任教་によるチームティーチン
グで担当する。さらに適ٓ「社会」や「英語」、外
部とも連携して進めている。「総合的な学習の時間」
及び「グローバル」の授業は、グローバル教科主任
及び教育開発副部長、国際クラス担任団が授業開発
の中核を担うが、担当する教員は 7 教科 26 名に
渡っており、科目毎に担当者会議を開催して対応す
る。

この中でも中心的な授業となる「課題探究」は、
第 2、3 学年合同で行い、ゼミ形式で行っている。

これらの科目を基盤として国内外の課外活動を行
うとともに、国内外の課外活動での経験により、科
目における学習の深化を図っている。

（2）՝֎׆ಈɿւ֎（ւ֎ݚम）

SGH 事業では 3 つの研修を実施している。
1 つ目は、1 年時に実施するニュージーランド研

修で、エスニックダイバーシティや日系企業のマー
ケティング戦略、ソーシャルビジネス等についての
講義を受ける。2 つ目は 2 年時に選択制で実施する
台湾もしくはインドネシアバリ州を研修で、現地で
グループでの調査活動・現地生徒との議論等を行う。
3 つ目は、SGH 対象生徒から選抜のうえ行うカナ
ダ研修である。

全ての研修は、事前に課題を設定して、大学教員
からの指導等を含めて学習する。現地では設定した
課題を元に学習を進め、事後はその成果を各自の研
究にフィードバックする。これらの研修は短い期間
ではあっても探究のエッセンスを体感できる機会と
なり、生徒の様々な学習に対する意欲を高めている。

（₃）՝֎׆ಈɿࠃ（ௐࠪ・G サϩϯ・ൃද）

授業と海外での活動と連動して、国内でもフィー
ルドワークや G サロン、MeiKo Global Festa（以
下、MGF）、研究発表会等を開催している。

フィールドワークは、第 2、3 学年ではゼミを基
本単位として各自の研究課題の調査を行う。2017
年度は県内の様々な企業・団体の協力により 67 Օ
所で実施した。
「G サロン」は、月に 1 度、土曜日に開催する
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ワークショップ型の学習機会である。大学教員、起
業家、国際機関職員等、様々な講師を招ᡈし、全校
生徒・保護者・近隣の生徒たちが自由参加で集って
話し合う。

その他、本校生徒のみが参加する生徒研究発表会
や、名城大学のキャンパスで中部圏の高等学校や外
国人学校を招いて開催する MGF を開催している。

国内での課外活動は、研究課題を「海外の問題」
で終わらせることなく、日本がどう関わるのか、ど
のように関っている人がいるのか等を知り、世界の
問題を日本に置き換えて検討し、グローバルとロー
カルをԟؐする視座を身に付ける機会となっている。
また、これらの活動は社会との接点を持つきっかけ
ともなっており、国内での課外活動をきっかけに活
動団体を立ち上げたり、参加したりする生徒が増え
てきている。

生徒の変容をͲうつ͔Ή͔

SGH 事業の取り組みの効果に関しては、生徒の
変容を中心に検証している。

生徒の変容は、対象生徒全員にスーパーグローバ
ルテスト（以下、SGT）を実施して測定している。

また、SGT を補完するものとして、「5S5M 等に
おける向上実感」、「向上実感の要因」、「各因子にお
ける目標設定の変更状況と理由」、「次年度の活動意
欲」等に関する各調査を実施し、「リフレクション
シート」と「グローバルパスポート」での記載を
使って、事業の評価とした。

SGT は、5S5M の 10 の因子とグローバルなキャ
リア設計に関する因子を元に設計した 46 項目から
なるアンケートで、4 月と 1 月に実施している。
2017 年度末の第 3 学年の結果を見ると、以下の結
果が見られた。（図 2）。

①　1 月の各因子の平均は 4.3 ポイントである。
前年の 1 月と比較すると全ての因子のポイン
トが上昇しており、「思考力（ʴ 0.4）」、「ICT
活用能力（ʴ 0.3）」、「発見・解決（ʴ 0.5）」、

「リーダーシップ（ʴ 0.5）」において有意差
が認められた。（p�0.05）

②　入学時の 4 月から比較すると、平均して 0.8
ポイント上昇しており、全ての因子で有意差
がみられた。特に「思考力（ʴ 1.1）」、「ICT

（ʴ 1.3）」、「発見・解決（ʴ 1.0）」が大きく

上昇した。
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図㻞㻌 国際クラス第㻟学年㻌 㻿㻳㼀結果の変化㻌
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図㻟㻌 国際クラス第㻟学年㻌 各因子の向上実感の要因㻌

このような達成度と同様に、向上実感とその要因
についても分析を進めている。向上実感を持ってい
る生徒のうち、どの取り組みが向上実感に影響した
かと問う調査では、以下のような結果が見られ（図
3）、探究型授業と海外研修の効果が大きいことがわ
かった。
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図㻞㻌 国際クラス第㻟学年㻌 㻿㻳㼀結果の変化㻌
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図㻟㻌 国際クラス第㻟学年㻌 各因子の向上実感の要因㻌

この調査は、8 つの選択肢を設定しているが、そ
れぞれの選択肢は不可分の部分もある。しかし、そ
れらが総じて生徒のスキルとマインドセットの向上
につながっている様子が見受けられ、それぞれの取
り組みに一定の効果があったと考える。

また、本校ではグローバルパスポート制度を導入
している。グローバルパスポートとは、SGH 事業
に関する各自の様々な取り組みの実績・成果を記録
するポートフォリオである。記録する実績や成果は、
付与されたマイル数によって換算され、蓄積する。

生徒のマインドセットやメタ認知を重視して事業
設計するなかで、SGT やリフレクションシート、
グローバルパスポート等、生徒自身が見える形での
重的な振り返りが必要だと考える。
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究自体が即ち学問であることを知り、様々な人との
共同作業を通して自分の知識や技能等を連関させ活
用しようとする。

この効果を SGT で検証したところ、運営・進行
を担った実行委員生徒と参加生徒、不参加生徒で次
のような結果が見られた。
・  実行委員生徒：「思考力（ʴ 0.4）」、「コミュ・コ

ラボ（ʴ 0.5）」、「リーダーシップ（ʴ 0.4）」に有
意差があり（p�0.05）

・参加生徒：「多様性（ʵ 0.3）」に有意差あり。
・不参加生徒：有意差なし。

意欲の高い生徒が実行委員となりやすいという事
実はあるものの、MGF 以前での SGT 結果には他
の生徒とそれほど差は見られない。数か月間にわた
る準備期間と当日の活動が൴らの自信となった様子
がうかがえる。また、参加生徒のマイナスとなった
因子については今後の変容を注視する必要があるが、

「MGF を通して、自分の知識が少なく、ด的に
なっていたと感じた」というリフレクションシート
の記載から見て取れるように、MGF は生徒にとっ
て「もまれる」経験であり、自分自身の状況を客観
視する機会となっている。

これらの結果を踏まえ、今後もさらに G サロン
や MGF を継続し、その深化・普及に努め、生徒の
向上実感に結びつくよう工夫する。

また、他校への普及活動の一環として、本年度か
ら「MGF を通したこれからの探究型学習について
の教員研究会」を開催する。
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G サロンと .G' を௨しͨ学びのܗ

本校の特徴的な SGH 事業には、G サロンと
MGF がある。両事業とも、名城大学との連携と世
代や学校の枠を越えた多様な人々による議論、生徒
が運営や進行に参加することが特徴である。

特に MGF では、名城大学文系全 6 学部との連携
のもと中部圏の各校が集い、フォーラム部門とプレ
ゼンテーション部門を開催している。大学の教授陣
は、フォーラム部門では事前課題の設定と議論への
助言をするとともに、プレゼンテーション部門では
発表に対する講評を行う。

昨年度の MGF は、SGH 指定校やブラジル人学
校を含め、12 校が参加し、参加生徒は延べ 142 名、
聴講生徒を含めると 250 名以上の参加となり、年々
拡大してきている。

ʲMGF2017 の内容ʳ

˔フォーラム部門　（　）内は連携学部

　分科会 A　「多文化共生の課題と展望」（法学部）

　分科会 B　「国民国家とは何か」（経営学部）

　分科会 C　 「日本企業の海外展開からグローバル化

を考える」（経済学部）

　分科会 D　 「インバウンドツーリズムと地域」（外

国語学部）

　分科会 E　「多文化共生と言語」（人間学部）

　分科会 F　 「グローバル時代の名古屋のັ力を考え

る」（都市情報学部）

˔プレゼンテーション部門

　A パート　参加各高校による探究活動発表

　B パート　フォーラム部門の成果発表

本校での課題研究活動の౸達目標とは、探究活動
で得た知識・技能・経験・マインドセット等を結び
付け、あらゆる場面において応用できるようになる
ことである。

G サロン・MGF の活動を通して、生徒たちは探
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